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はじめに
• バグとは
• デバッグとは

– テストとデバッグ

• デバッグの基本的な手順
• 典型的なバグ



バグ（不具合）とは

• バグ（不具合）とは、期待する振る舞い（値）と
実際の振る舞い（値）との差
– 期待する振る舞いが明確に定義されていないと実

際の動作がバグかどうか判定できない。
（それは仕様です…という言い訳）

• 狭義には仕様と実装（実際の振る舞い）との差



デバッグとは

• デバッグ
– 不具合を修正すること
– 不具合とは、期待する振る舞い（仕様）と実際の振

る舞いの差。

• テスト
– 不具合を発見するプロセス

テストコーディング(開発） デバッグ



デバッグ入門

• ツール：デバッガー
– gdb
– 高機能なソースコードデバッガー



プログラムの振る舞い（動作）

● プログラムの動作を次のように分類
1.プログラムは期待する値を出力して終了する。
2.プログラムは誤った値（期待と違う値）を出力して

終了する。
3.プログラムは何も終了しないで停止する。
4.プログラムは終了しない。

● ２〜４をバグと呼ぶことにする。バグを直すプ
ロセスをデバッグと呼ぶ。

開始 終了
停止！

期待する動作？



デバッグの戦略

• 動作の確認
– 期待する動作と実際の動作を確認
– 差分は何かを分析

• 実際の実行
– 途中で実行を停止する
– 期待する動作（値）か？

• 期待する動作なら、さらに実行継続し、繰り返す

– 期待する動作でないなら、実行開始してから、ここ
までの間に不具合があるはず。

開始 終了
停止！

期待する動作？



デバッガ

• デバッガの4大機能
– プログラムを動作させる
– 指定した条件でプログラムを停止させる
– プログラムが止まった時に、何が起こったか調べ

る
– プログラムを変更する



gdb：デバッガ

• 起動
$ gdb file名

• 実行
(gdb) run 引数

• 停止する場所の指定
(gdb) break 関数名
(gdb) break 行番号

• 変数の値の表示
(gdb) print 変数名
(gdb) x アドレス



gdb:デバッガ

• 変数の値を変更する
(gdb) set 変数=式



デモ

• coreutilsのソースコードを読む
• 準備。
• ソースコードの入手

$ apt-get source coreutils
$ cd coreutils-6.10

• ビルド
$ dpkg-buildpackage -rfakeroot

• ソースコードは以下にある
$ cd build-tree/coreutils-6.10/src



デモ

• 読みたいコマンドを実行してみる
コマンドレベルの場合
$ gdb pwd
emacsからの起動の場合
M-x gdb pwd

• 停止点(break point)を設定してみる
(gdb) b main

• 実行してみる
(gdb) run
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